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【はじめに】 

2015 年度よりポケット LDF(JMS 株式会社製)が発売され、微⼩循環⾎流が⾮侵襲的にリ
アルタイムで計測可能となり、透析療法中の循環動態のモニタリングとしても使⽤されて
いる。また、2016 年に下肢抹消動脈疾患管理加算が新設され、下肢抹消動脈の虚⾎病変ス
クリーニング⼿段として、ポケット LDF を ABI や SPP などと併⽤し、リスク評価を⾏っ
ている施設も少なくない。 
 ポケット LDF の固定⽅法はメーカ推奨として、付属のクリップやテープなどが存在して
いる。しかし、体動や測定部位によりクリップが外れてしまう事や、測定者により固定⽅法
が異なるなど、様々な要因により測定⽅法の信頼性が⽋けてしまう現状がある。 
固定時における問題点として、プローブに当たる⾓度によって測定値に差が⽣じる事、プロ
ーブの当たる強さによって、測定値に相違が⽣じる事、測定部位によっては測定者ごとに固
定⽅法が異なり統⼀性が保てないことなどが挙げられる。 
 
【⽬的】 

今回、ポケット LDF の測定において、簡易的かつ統⼀した固定⽅法について検討を⾏っ
た。 
 
【⽅法】 

1 名の健常⼈に対し、当院の透析スタッフ 10 名に推奨の固定⽅法である付属のクリップ、
テープの他に、新たなデバイスの⼀つとして指サックを使⽤し 3 種類の⽅法で固定を⾏っ
た。装着後測定値が安定してから、⼿指(⺟指)と⾜趾(第 1 趾)の⾎流量・脈動数・再測定施
⾏回数・装着時間の測定を⾏った。なお、測定部位にマーキングを⾏い固定部位の統⼀性を
図った。 
 
【結果】 

各デバイスにおけるポケット LDF の脈動数とパルスオキシメータの⼼拍数に⼤きな差は
⽣じなかった(図 1)。 



 
図 1 各デバイスにおける脈動数と⼼拍数 

 
 各デバイスにおける⾎流量の平均値は、各デバイスにおいて⼿指、⾜趾ともにばらつきが
⽣じた。これは、各デバイスにより装着部位へかかる圧⼒が異なったため、値に差が⽣じた
と考えられる(図 2)。 

 
図 2 各デバイスの⾎流量 

 装着時間は、各部位においてもクリップが⼀番短く、テープでは平均して約 25 秒であり、
指サックは平均して約 15 秒で装着が可能であった。 



 
図 3 各デバイスの装着時間 

テープは、安定した測定を⾏えず、再測定が必要となった⼈数が、各測定部位を合計すると
6 名であった。よってテープでは、様々な場所の固定に使⽤が可能であるが、安定した測定
を⾏うことが難しいと考えられる(表 1)。 

各デバイスにおける⾜趾の装着時の様⼦から、クリップにおいてはマーキング部位への
的確な装着が難しいことが分かる(図 4)。 

表 1 再測定施⾏⼈数 

 
図 4 ⾜趾への固定の様⼦ 

 
 
 



【考察】 
固定⽅法の統⼀性を図るにあたり、マーキングと指サックを使⽤することで、同⼀の圧⼒

で固定を⾏う事が出来ると考える。また、不慣れなスタッフが使⽤する上でも、簡単に装着
が可能であると考える。各デバイスによって、測定部位が限定されるデメリットもある。今
後どの部位でも同⼀の圧⼒をかけることができ、かつ装着が簡易的に⾏えるデバイスの開
発をメーカに望みたい。 
 
【結語】 
 簡易的かつ、統⼀した固定⽅法のデバイスの⼀つとして、指サックが有⽤であると考えら
れる。 


